
　
　
　

第
一
番
　
眞
福
寺
（
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
）
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二
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三
五
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室
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和
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三
年
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一
六
五
七
）
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第
二
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十
一−

五

＊
☎
〇
四
五−
五
六
一−

四
四
六
六

＊
東
急
東
横
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
「
日
吉
」
駅
よ
り
東
急
バ
ス
「
サ
ン
ヴ
ァ
リ
エ
日
吉
」

　

行
に
て
「
下
田
地
蔵
尊
前
」
下
車
一
分

山
号
は
下
田
山
、
古
く
は
駒
橋
山
と
号
し
た
。
駒
橋
は
、
か
つ
て
の
村
名
で
あ
る
武
蔵
国
橘
樹
郡
駒
ヶ
橋

村
に
よ
る
。
伝
説
に
よ
る
と
、
源
頼
朝
公
が
こ
の
地
へ
来
た
折
り
に
、
逃
げ
た
頼
朝
公
の
馬
が
眞
福
寺
か
ら

程
近
い
村
内
の
橋
の
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
駒
ヶ
橋
の
名
が
起
き
た
と
い
う
。

如
意
輪
観
世
音
菩
薩
は
慈
覚
大
師
（
七
九
四−

八
六
四
）
の
御
作
と
い
わ
れ
る
。
当
山
は
、
御
本
尊
と
と

も
に
、
子
育
延
命
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
、
下
田
地
蔵
尊
と
も
称
さ
れ
る
。
下
田
の
お
地
蔵
様
は
、
回
り
地
蔵

と
し
て
関
東
一
円
を
巡
行
し
、
江
戸
時
代
中
頃
（
一
七
五
〇
年
頃
）
に
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
昭
和
四
十
年
ご

ろ
に
終
結
す
る
ま
で
、
広
く
信
仰
を
あ
つ
め
た
。

本
堂
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、再
建
に
着
手
（
霊
牛
代
）、明
治
十
五
年
、茅
葺
御
堂
造
り
に
て
完
成
（
大

徹
代
）、
明
治
十
七
年
、
瓦
葺
に
改
修
（
大
英
代
）、
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
、
屋
根
を
入
母
屋
造
り

に
改
修
（
玄
一
代
）、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
は
檀
信
徒
、
近
隣
有
志
の
篤
志
を
得
て
、
屋
根
を

解
体
改
修
し
て
銅
板
葺
と
し
、
あ
わ
せ
て
本
堂
耐
震
工
事
を
行
な
っ
て
趣
を
一
新
し
た
。
庫
裡
は
、
昭
和

四
十
四
年
に
改
築
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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り
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こ
ま
が
は
し

　
　
も
ら
さ
で
わ
た
す

　
　
　
は
な
の
う
て
な
に

（第１番　眞福寺）


